
総合司会 ： 長崎大学病院 感染症内科（熱研内科）   齊藤 信夫先生 

 

               『 ロンドン大学熱帯病病院における 

                                        熱帯感染症診療の実際（仮） 』     
                     

                              Infectious Diseases and Tropical 
Medicine UCLH  

(University  College London Hospital) 
 

                        Consultant physician 

 Dr. Tom Doherty 
                                    休憩（14:30～14:40） 

 

各病院からの症例検討（２症例） 有吉教授、Doherty教授をコメンテーターとして 
 

14:40    症例１：「関節痛、不随運動を主訴に受診した７歳 男児、タイ難民キャンプにて」 
       （座長）  国立国際医療研究センター 国際疾病センター 竹下望先生 

          【演者】      岩手県立釜石病院 総合診療科 米田哲先生 

15:40    症例２：「パプアニューギニアより帰国後、発熱、倦怠感がみられた５３歳、女性」 

          （座長）  神戸大学医学部付属病院 感染症内科 大路剛先生 

          【演者】  国立国際医療研究センター 杉原淳先生 

 

第5回IDATEN 

熱帯病ケースカンファレンス 

日時 ： ２０１２年 ５月１９日（土） 

           １３：００～１６：４５ 
 

場所 ： キャンパスイノベーションセンター東京 

      多目的室  
                （ http://www. cictokyo.jp/  ） 

        [ 東京都港区芝浦３－３－６ ] 

           TEL：03-5440-9020        

共催 

長崎大学 熱帯医学研究所 臨床感染症学分野 

IDATEN (Infectious Diseases Association for Teaching and Education In Nippon) 

グラクソ・スミスクライン株式会社 

※ 当日、参加費として1,000円徴収させて頂きますのでご了承ください。 

【プログラム】      

16:45  閉会予定 

Hospital for  

Tropical  

Diseases,  

    London 

13:00  情報提供 「  GSK製品紹介 」         グラクソ・スミスクライン株式会社 
 

13:15  特別講演 
 座長 ： 長崎大学熱帯医学研究所 臨床感染症学分野； 
           長崎大学病院 感染症内科（熱研内科） 教授 有吉 紅也先生 
 

               


